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家庭でできる防災の取り組みこちらは、防災とうかいです

　毎年９月１日は、台風や地震、津波などの自然災
害について認識を深め、災害への準備をする「防災
の日」です。災害への備えを充実させることで、二
次災害等を未然に防ぎ、被害を減らしましょう。今
回は、「家庭で簡単にできる防災の取り組み」につい
てご紹介します。この機会に、もう一度ご家庭の防
災対策を見直してみてはいかがでしょうか。

●避難先や連絡先の把握
　災害に備えて家族と話し合
い、いざというときはどこに
集まるのか、どこに連絡すれ
ばよいのかを確認しましょう。
また、日ごろから地域の防災訓練に参加しておく
と、避難所や避難方法が分かり安心です。

●情報の入手
　村から無償で借りることができる防災行政無線
戸別受信機（防災ラジオ）はきちんと放送を受信し

ていますか？ また、スマート
フォンなどを使用している方
は、村公式ツイッターやフェイ
スブックはもちろん、７月から
配信が始まった村公式アプリケーション「こちら東
海村」もぜひご利用ください。

●物資の備蓄･安全の確保など
　日持ちのする食べ物や飲料水を備蓄したり、Ｌ字
金具や突っ張り棒を使って家具を固定したりし、災
害に備えておくことが大切です。また、日ごろから、
隣近所の方とコミュニケーション
をとり、いざというときに、助け
合えるつながりを構築しておくこ
とも大切です。

【問い合わせ】
　防災原子力安全課消防防災･原子力安全担当（☎
282-1711 内線1524）
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「文芸とうかい」作品（俳句･短歌）募集

対 象 ▼村内在住の方 ※お子さんから高齢の方ま

で、幅広い世代の方の作品をお待ちしています。

応募方法▼▽作品▽氏名▽住所――を明記の上、郵

送または電子メールで応募してください。

その他▼必要に応じて選歌･添削をする場合があり

ます。あらかじめご了承ください。

申し込み･問い合わせ▼広 報 広 聴 課 情 報 発 信 担当

（〒319-1192 東海3-7-1 ☎282-1711 内線1305 

kouhou@vill.tokai.ibaraki.jp）


